
小平市長 小林 洋子様 

天神町データセンター建設計画から暮らしと環境を守る署名 

 

 もとあけぼのパン工場跡地に（天神町 1 丁目３１番１号）に外資企業によるデータセンター（以下Ｄ

Ｃと表示）建設計画が令和６年（2024）９月に周辺住民への説明会にて発表されました。 

 住宅地近接の土地に高層のＤＣをつくることで、各地で問題になり住民の反対運動が起きています。

残念ながら日本には現時点でＤＣ建設に関する法規制がないため、「建てれば儲かる」という企業の思惑

のまま「こんなところに？」という場所に驚異的なスピードで次々と建設ラッシュが起きています。 

 

私たちはＤＣそのものを否定しているわけではありません。 

現にスマホ・パソコンなどで検索できる便利な世の中にはＤＣは必要だと思います。 

ただ、ＤＣの建て方に問題があると考えます。 

 

 小平市はこの計画に対し、助言はするけれども「所有者は民間企業であり、民間企業の計

画するもの」として、中立の立場であると主張しています。けれども重油を大量に蓄えるＤ

Ｃなので、もし、工場として扱われていたとするならば、準工業地域であっても「危険物の

貯蔵・処理の量が多い施設」とみなされて建設できなかったことでしょう。 

 大量の電力・水を使用し、小平市が掲げている「ＣＯ２削減」の動きを逆行させるほど大

量に排出されるＣＯ２。小平市民の安心・安全な暮らしを考える立場の行政側もこの問題を

直視して小平市民とともに話し合いに参加するようこれからの小平市のまちづくりの観点

から以下のことを要望します。 

お名前 ご住所 

  

  

  

※署名は、本人の直筆でお願いします。名前や住所に「同上」や「〃 〃」は使わないでください。 

「小平市 環境と暮らしを考える会」⇐検索          

     または公式 LINE はこちら 電子署名 は公式 LINE から➡     

【連絡先】 たけざわ 080-6307-2217 

✉メール tenjinake@gmail.com 

1. 小平市開発条例、小平市環境基本条例の基本理念を守り、良好な近隣関係が形成できるよう事

業主を指導してください。 

2. 重油量、電力消費量と CO2 排出量、廃熱量、地下水利用量、電磁波、低周波音、騒音など、周

辺住民の生活環境に影響を及ぼす問題について、具体的に数値で示すよう指導してください。 

3. 圧迫感のある建物の高さ、建物住宅外壁と住宅との距離の近さ、熱中症のリスク、火災・爆発

の危険性などについて、住民合意が得られる計画に改めさせてください。 

4. まちづくりの観点から、小平市民の健康、安全・安心な環境・暮らしを守る立場で事業主から

の説明会・協議に小平市も参加してください。 

 


